
 

                   

1 

インターバンクの声 （2014 年 10 月 30 日） 
 

米連邦準備制度理事会（FRB）は２８日、２９日の２日間にわたり連邦公開市

場委員会（FOMC）を開催、市場予想通り量的緩和第３弾（QE３）の終了を決

定した。声明文は冒頭から労働市場の改善を示し、雇用の増加と失業率の低

下を認めながら労働力の活用不足が解消されつつあるとしている。もっとも

資産購入プログラム終了後も相当な期間にわたってフェデラルファンド（FF）

金利誘導目標を現在の０％から０．２５％のレンジで続けることが適切とし

ており、引き続き雇用とインフレ動向が当局と市場の注目であり続けること

に変わりはない。この FOMCの発表を受けたドル円相場は、前日のニューヨー

ク市場の朝から２４時間以上継続して１０８円ちょうど前後での値動きから

１円近くドルが上昇した。１０９円台乗せは一旦見送られている格好だが、

もう一度トライしてみるにはまだ十分近いレベルなので、主体性のないアジ

ア市場でも仕掛けてくる動きがあるかも知れない。前回１１０円台に乗せた

後には大きな調整を見ているが、２度目の１１０円乗せが目の前の事実にな

るのか、来週の米雇用統計発表まで待つことになるのか、いずれにしろ再び

ドル円相場が面白くなってきた。 
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